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最適化配位の探索は核融合炉の実現に向け

た諸課題の解決に有用である。本研究では、最

適化配位の探索に利用する磁場配位の数値シ

ミュレーションの結果として現れる、磁気島を

含む磁気面および異常な磁気面を、画像認識を

用いて検出することを目標とする。 

画像認識では、画像に対して前処理を行うこ

とと、学習時にいくつかのパラメータを適切に

設定することが重要であり、判定に大きな影響

を及ぼす。今回は、前処理として二値化および

収縮処理を行った。収縮処理は画像中の白色領

域を減らす処理であり、磁気面の画像に対して

実行するとプロット点間の空白を埋めるよう

な働きをする。図1は前処理の実行例である。こ

のような画像を認識対象と正常例とを合わせ

て数千枚程度用意して、機械学習を実行した。

このとき、収縮処理のカーネル（行列の形で指

定し、範囲内の黒色の有無でその中心の色を決

定する）、処理の回数、学習時の画像の大きさ

および認識対象の領域を可変パラメータとし

た。加えて、前処理なしでの場合も試行し比較

した。 

その結果、前処理を実行した場合、異常例の

検出能力は高くなった。また、カーネルを大き

くとることで精度は向上した。学習時の画像の

大きさと対象の領域の設定では、精度と感度の

間にトレードオフの関係が見られた。磁気島に

ついても、認識は十分に可能であることがわか

った。図2は画像認識の結果の一例である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図1 

 

 
図 2 

 

 

図左: 異常例  右: 磁気島の例 

図1上: 二値化を実行した磁気面の画像 

図1下: 収縮処理を実行した磁気面の画像 

図2: 画像認識の結果 
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